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町姐扇〗以： t也 の誓l託］オ寸

薔杓勇

（／ ぅ底根農索のあ・つと 食しさ南祐付

ffJ繰屁 ヶ 楳 の 朗妬吋 1-t、北向恵 こおける佑但庄危地帯として知られ、その

胴笥lな、明岩症荊俊 入中央政府、維箔刀尤煕、井功酷令／ふ吝かこ勺かつ‘n珍

T、食しき村ミこ 六う二こで、衷 ＜ 人 々 に 妬ら訊てい る。中央に直：いという位

謹区岳め，るがら、今 曰広わ‘イさ位生産拉吊とい う此疸的将性t::t、四何なる条斉

社会的添奈件や ｀自然的語禾件に存するものであぅうウ‘、

(2 う網衣紐の多い用拓村

- 氾和ュフ、S、I、とンサズ！こよ‘が1令‘、ム林、、原野ガ‘哀く、 粕此年は約 2 ? ％ 

にすそ‘'f⇒い｀更｛こ朋地中（こ占める7K田年 l令俊めて，り届 く、・比南東畑佗地帯四

にあ‘いても 、痣型的△畑枚ピ吊こいえる。長業庄走の直化乞南岳庄魚玖倭登

程度を示めす，農業魚営方式と 土地利用に存する 、作拘描応と茫る乙っぎの

こお 1)さある ＜芹 I図）

XI表 耶孫畝軟忠作迎帯の存娩 需戒 （な． 2./世界夏業巳ンサス．〉
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当逆蒋 Ii、主桂4乍物として 、米 、変、担素tが支郡的 で陸稲、

＆荼幹としてお ｛｝ 、加えて和岳作抑T:::. る湮草、 ゴを l:J桑が筵合さ ：札そさい、

mい由、工業原科、祭劉等の一餃的面品イ下拘パ乍付 lふ品だウい 。iた悉悪方

応：：：おいては（オ 2回）大部介広莉 種 方 式で．粗種 乙後魚‘;1)組合か、耕種と

家基の慈合で見らポる。森つて 、単一南品生産型で・はないがその複合程度

衣名「<.そして紐ば経営が中 lじである二どは 、一絞に、日本 1こおいて姻作躾

芹 之四 毎 営方 武‘

王盛i屎ヵ作叶
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棠誕営が 、

る叩く当地帯 においては、

その金斉力 の食困ミを示のしていをのではなヴろつ つ‘o

（戸）朋桁地と倹乏／註t乙の応堂

弔危評ヶ 原の用布村 y3、完桁地 1Jるが故！こ食乏だといつ方 え方が侶 l::'rう訊

向拓 胆 一 念芝，甘 c. V.J一休とんム剌係があるのか

い｝わゆ る紅新のた殿とも い、うべ：：： お倫方 に羞暖され＾`当時、文 明・の胴尼．こ

いう思蒟 （二果 1) ｀ここ iこ尺展蛎が建敢：こ収劉期的Iーふ摂茉笠営・ヵ裏泡．ミ爪たが、

ー：： I収は不灰巧に終 （） 名活を＇け の大涙砺で俊 l：：： は小作農地 （こ疫化 した （J)であっ

c.直菩庄布民は 、庄沼 の 困箭居を ｀

ゃっと南組を防 ぐ‘小屋 で ．遥`咀労灼 i二酎えて いつた．のである。

菩↑るに雨拓地と囲巧民，.l)斗辛の蝋壱グら指顧さ ik否じ？心

明対 以俊の日本⑳発展斯 にあ 1)ゐがら 困造／ょ 辛業 であった。

ている 。

木 田般業歪古こ Lヒ較し 、 技術7K~ 、 及庄涯打の立屋ぶが 向遥いこ r→

コう した 芸惰1i更 Iご上虹のイと位生産ガ，二原）団し 、

火 ム灰把 、酸牲度 の茉 ぃ、

ノ．

ャセ地，i.::..、

(5ク）



I J 、蓑茶ジっ弼本亥迂営が‘芽生えっ〉も雨痕して いった。

3 、畑打梵喪業クつ水、田羨荒へ移行してし つヽ乏，，

二収,,; Iこつい、て呉ィ本的に 、 しつ‘ も定證的 i`こ道［ 求 心月 iざ／→う ／今 （＼ っ；こク‘. ―

こに おい て心諦・tる余旭なI→(・¥;））で為洛する。--r; · '--• •許 ・ミ成る距両：こ於いて

率べる と 、

(I).（フ）につ L¥ ぐ（＇J. iヽ mゆる日本 畏業J)発展遣吾i・旦寸応し て 、l苗因止行な‘

貝休的呑となつ を .7) で• ある哨さ梵咀ぜ内吋‘ I→· る弐 i＼っともク‘ く頷羹ヵ甜果、

いい得る手は．含しう村久‘‘ 渇然 ／こレグも自然刀示示l,7J.`為、l...:形成さ収と nで

は八ぃ 。特枢浩故ヵ地主的上地印有 .lJf̀  1こ、余，） I乳爾本tJ≫ 乏 しい蓑民

離叩き余偶 る＜ こ収た農民が定ねし 南拓・ して！‘ ‘j•こ ．＞当初心、用筍 J) 仕華ぶり

むしう徳企労伯 （こ主体な、おク爪 、南記簑民であ 1)／公:b:・ ;ぅ簑茉町h以外の企に

主洒の概g和印 ば‘Iぷう す` 従つてさを末住 rJ)直と応ヽ他！叶丘して行った人

々u,'71→')多い ，，， さを 中'!..::t3二 簑業 1こ尋念し て{).・てヵ恢嚢狗 ,̀J)，1ノなさ｛こ瞥

（＼べ 井飩 した人 々むあっ；こ ；グく て、 南拓把介農 業 は、全庄令をかitc /iff拓

蓑民 の労 力 1こも屋々 こ して立こ行 ごIーふ力 、`つ 、ご刀である 'o,

水培分布図
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(.L,t.ぅ畑咋疫業 クら）K田衷業への諏換

J::._四l：：：：虹 I．）Mいる血 <.I¥ート型り茄状地表面 Iこ苺イ系ーク‘の用lk路が丑［つている。

これらの用水路こ：そ 、：：：の用括地の人々 lュ紫作卜水をこ与え 、滓木 1こ走哄．き bを

うしを 7)である。栴I二｝有水 路の霊君広冦誕は 、水田晨案 、の明立にあ 1) 、：： の

水田衰将の江地こそを二 J)用拓華業と押 u 塞 め、展業をセ定せしのて行った

のである。 3 を用ノK路の用直 I•さ、地下水 ．J) 瞳強ともたっッ 、 戦後は食椙差済

の府王に、米面の嗅裔丼1こ奈因して雹気揚水殺 lこふる雨田華業な‘進め ら爪 、

上狂利用の荏は令く一度しつ、ある斑成である。

（う）点花農武̀ .:J)衰済

葡戸きに入って慄づく幸は 、さr.痔布地＝食乏乙 (Iう幸（令苔う／ふ(¥2 とビ‘輪

だが面拓蓑民の 大 郁 介 の 人 々 は そ 水 を 信 じている 。ウ‘つて、用拓民な‘、1月

村つり、究れ君、他侑若 、 三本指 、 力刀 Tさい人向と（\~様 々 I→差号111.)'.｀ 、用拓

民＆奔屈危 1：：：仕上げ'.、命び,つ<.證済的低くさに 1需水させているぶうに見入るc

さな先程b若慈しと皿＜雹気切f水（こ件つ用田 ，1)直` 行ガ．、粗1尭内に新し（＼方向

を住み出して（＼る。戦俊 、農地改里の不俵底匁‘、 唐只介陪と庄み 、更にて凩

吹‘ 、南田と直じて齋化ミ収ているふうに更える。

椋I噂 ‘．商田方去 薪蛇：の文祖i)合 、罪 草林の竹有枚 、技術のち ない寺々

：を通じてであ る。部落共同心る協水放 で も 、広嚢の程度 衣` 、命水 、田の

幻）ヽとなり 、更に捨水蛋 、水、田の位置給水時町、田徳J)国芹寺々、細鱈

と::::.ろ 3で 、水を通じ‘て笥返秩序か‘広朱つヽある 2と である ．。勿餘、新しい

村 ..l)方向心新らしい痣眠k在み出している菩も釦指箭出来 る。 、例え l4‘ 共同

莉哩とグ、・ 庄産ガを高める校術J) 女掟とウ、ガ‘そ収である~ (／夕砂．ク灰）
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